
ロールシャッハ・テスト反膳におよぼす

　　　　　　　検査者の影響に關する研究（1）

一検査者の好感度と基礎的評定結果との関係一
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　I　問　　　　　題

　ある一つの検査に対する被験者の反応（検査

威績）は、その際に用いられる検査材料によっ

て重大な規定をうけるほか、そのときの検査状

況、検査の実施にあたった検査者によっても影

響されると考えられる。とこちが一般には、あ

る検査に対する反応は、一定の検査材料に対す

る反応と解され．ている。いわば単一なS－R（刺

戟一反応）の結合関係とみなされているように

思われる。より広範なS－R理論で投映検査行

動（P・ojecti▽etestbehavio・）を説明しようと

するこころみはGossら（7）（8）によってなされ

た。かれらによれば、検査事態における諸刺戟

は外部的なもの（extema1st1㎜u11）と内部的

潜在的なもの（Potentユa1stmu11）からなると

され、前者をさらに分類して、検査材料と接触

刺戟としての検査室の状況および検査者の容．

姿、行為としたが、このこころみは、一検査事態

における刺戟をきわめて広範に、しかも分析的

にとらえようとしたものとして注目に価すると

いえよう。

　いま、検査事態における刺戟としての検査室

と検査者の二つの問題を、具体的なテスト臨床

の間題として考えてみると、検査室が比較的類

似の条伴設定下におかれるのに対して、検査者

のもつ多様性は、その等価的設定をきわめて困

難にしていることに気付かざるを得ない。かり

に検査者が一定の実施方式を忠実に確実に実行

したとしても、検査者自体のもつ固有のいくつ

かの特性、例えば、検査者の印象、感じ、言語

特徴、行動特性、地位、年令、性別などはおお

いがたい不可避の刺戟価を提供するものと考え

られる。これらのいくつかの検査者の特徴が、

被験者に対していかなる影響を与え1、それがさ

らに被験者の検査成績にどのような差異となっ

てあらわれるかという一一つの間題に逢着する。

このように考えてくると、テスト臨床において

は、検査室の問題にさきんじて検査者の問題が

解決されなければならないと思われる。

　検査成績におよぼす検査者の影響に関する研

究は、従来、種々の検査について、また角度を’

異にした検査者の把握の仕方によっておこなわ

れてきた。つぎにこれらの研究を概観するζと

によって、間題の所在をより明確にしてみたい。

　Co1e（。メは、テスト臨床における検査者と被

験者との問のCo㎜m伽c伽onと・apPo・tの間

癌を彊調したが、この中でも特によい一rapPo・t

が両者の間に作られなければならないとし、投

映検査の場合には一暦重要であるとした。さら

にかれは、検査結果の安当性は・apPo・tの良否

によって決定されると判断した。続ら（・・）1・・）（1・）

は、知能検査成績におよぼす実験者二被験者関

係の影響を問題としてとりあげ、両者間の・a－

PPo・t、実験者の印象、実験者との親近性など

の観点からこれらがそれぞれ好ましいと判定さ

れた実験者によって実施・された被験者の検杢成

績に上昇傾同のあることをみいだした。この事

実が、客観テストとしてもっとも高い信頼度を

もっといわれる知能検査についての結果であっ

てみれば、いかに検査者が検査事態において、

刺戟としての大きな意味をもつかを如実に示し

たものといわなければならない。佐藤（11）は

H趾tshomeらの正直性検査にもとづいて、一担任

教師と外来者とによる虚偽の生起をみたが、生

徒に対して権威的存在であると’思われる担任教
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上　　田

師の検査実施の場合に、抑止的作用としてρ虚

偏の滅少をみとめ、また、．検査者の影響は、検

査者に対する被験者の好悪や、個人的条件によ

るよりは検査者の地位、その他は被験者との人

間関係であるとした。D三amond（。）は、．自動運動

実験における反応の修正を正常人と分裂病患者

との比較においてと’らえたが、患者群では強い

固執傾向がみられ、影響の少ないことをあきら

かにした。また、Sacks（10）も実験者との・ap－

po・tの問題をとりあげた。Wicks（16）は、わす

かの実験者の動作や口ぶりが検査結果に影響し

た’ことを報告した。Thibaut・ら（。。）は、一被験者

に対する実験者の相対的地位が間題であるとし

た。TATについてみると、：Bems‡ei耳1（1）は、

検査者をテスト臨床における抑止的要因　（1n－

h1b1t血g　factoエ）とみ、被験者の応答様式を口頭

と筆記、また検査者が被験者と同席するか否か

の組合せで、検査を実施したところ、口頭、筆

記には差がみられなかったのに対して、検査者

が同席するか否かの間には差をみいだした。そ

うして、．検査者がいあわせない方が検査結果に

よい効果をもたらすとしたg　G中byら（1）（1）（1）

はロールシャッハ・テストについて検査者の影

饗をみようとした。ロールシャッハの質疑（i－

ngui・y）を、1異なる検査者から実施された場

合、反応決定因についてF．CF．FY．YF．Vに有

意な差をみいだした（。）。また、異なる検査者に

よって実施された反応決定については、F．M．

FC　CF　C．FY　YF▽（Beck方式による）の

中でF．C．’FY（パーセントではF．ClYF）に変

動の生することをみとめた（6）。

　検査者が稜験者の検査戒績に何らかgかたち

で影響することが、從来の研究蔵果の中にみら

れたが、検査材料、検査者、被験者についてそ

れぞれまちまちであって、いまここでただちに

デ貫し定、普遍自勺な検査者の影響をとらえよう

とすること臥いささか早計に感じられる。

1本研究では、さきにのべたGibbyら（6）一の

ロールシャヅハ・テストに関する先駆的な研究

が一ら生する反省を基盤として、これをさ．らに発

展させ、ζの検査に対する検査者の影響を広範

にかつ多角的に検討す奉ために計画されたもの

順　　一

である。この第コ報皆ではぺqlbby．らにみら

れなかったものとして、①検査者の設定をある

特性に基づいて明確にし、②正常者（児童）’を

対象として二⑧再テスト法を用一い、、④さらに統

制群法により変動因（検査者の差異による影

響）をとらえやすくし、また∵．⑤反応ク）分析領

域を基礎的一な全領域にまで弦大してとりあげる

こととした。一1、

　検査威績に対する検査者の影響は、．検査者の

型にもよるが、・’また被験者の型にも関係するで

あろうし、したがってそこには当然検査者二被

験者関係の組合せにもとづく型も問題となって

くるであろう。さらにまた、ロールシャッハ反

・応自体の分析を広げ、深めてい、くζとも残され

た間題である。将来、これらの諸間題が明らか

にされることによって、テスト臨床において∵’

真に個人理解に到達するための薪しい具体的操

作、ひいては新しいパーソナリテイ論が意図さ

れてもよいと考えられる1。

　皿研尭方法
　検査者：Gibbyら（6畑、一12人（男9、、女3）

の検査者の選定にあたって、①経験年数2年以

上、②取扱いケース20例以上、⑧2人の研究者

によって異なった性格をもっていると認め■られ．

た、という三点からなされた。この選定条件に

よると、各検査者はかなりロールシャ．ツバ；テ

ストに習熟しているとみられるので、，得・られた

検査緒果には信頼があると思わ牝るが、12人の

検査者の特性、一検査者間の差異については1明ら

かでなかったといえる。そこでわれわれは∵．検

査者の選定にあたってつぎの方法によりぺ好感

度の高い検査者2人（Aと一A1），と低い検査者2

人（BとB1）の計4人を選定した。

　（1）心理学専攻の男子学生の中から、「明朗快

活、積極的、外向的」で人力・ら好かれ易い型

（好感型）のものと、逆に、「陰うつ、消極的、

内向的」であまり人から好かれない型（非好感

型）のものとを、各型について2人づつ抽出し

た。教官および学生の任意な評定によってもっ

とも一致度の高い学生が選ばれた。この抽出方

式には多くの問題が含ま1れていると思われるが、
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ロールシャッハ・テスト反応におよぼす検査者の影響に関する研究（1）

この際は、具体的な接触場面で特に影響しやす

い表出行動あるいは印象をとりあげた方が適切

であると判断したからである。

　12〕つぎに、抽出された4人の検査者　（A、．

A1，B，B1）に対して、　ロールシャッハ・テ

ストの被験者16人を含む、．1クラス42人の児童

の好悪の評定を求め、検査者に対する児童の好

感度をとらえた。これは、検査の被験者が検査

者に実際いだく印象が、われわれの評定といか

に一致するかをみるためのものであり、かりに

もし、両者の評定に∵致がみられないとする

と、検査者の選定について別の方法が必要にな

ってくるからである。児童による好感度の調査

は、①ます、兄童に評定の判断に手がかりを与

える意味で、教室での児童の自習時間（夏休み

の課題の整理）を，利用した。各検査者は、各児

童と均等な接顔回数をもつように机問巡視をし

て、各児童と個別的に接触した。②その際、A

とA’（好感型検査者）は児童と積極的に交渉

して好感をもたれるように接触し、これに対し

てBとB1（非好碑型検査者）は接触の機会は

もつが、殆んど渡交渉で児童に好意ある関心を

示さないように振舞った。③約1時間たった後

で、「この時間、みなさんと一しょにいた学生

さんで好きな人はだれですか。好きな順に1，

2，3，4と番号をうってください。」という教

示を与えて、児重の各検査者に対する好感度を

調査した。Tab1e　lにみられるように、検査者

AとA’には好感度の差がみられす、検査者A

とBには差がみられ■Aが高いことがわかった。

検査者BとBlとに有思の差が出たのは、Blの

好感度が極度に低かった事情によるためで、

A，A1（好感型検査者）．において好感度が高

　　Tab〕e1検査者の好感度の差
　　　　　　　　　　　　　　　　　N＝42

く、B，B1（非好・感型検査者）において低い

ことが確かめられた。

被験者　G1bbyらは、等質と思われる軽度の

神経症および精神病患者（25才～32才の白人）

12人を用いたが、われわれは手はじめとして、

小学校六年の正常児16人（男8、女8）を対象

とした。これは今後の課題として、検査者の影

響の発達的な問題の一部をなすものでもあ．る。

これらの被験者は、①知能、②学業威績、③性

格の三点について、特異なものを除いた普通児

によって構威された。この選定基準も今後、そ

れぞれの観点について特異なものを対象とする

際の一部をなすものである。

　被験者の構成はT・b1・2に示めすとおりで

ある。表の中で学業成績は5段階詐定による8

教科の合計である。また、性格特徴は担任教師

によってなされた、日常の行動観察にもとづい

てなされたものである。

　　　Tab1e2被験者の構成

被　験　者

　実

　験

群

N；8

統

制

群

N＝8

A．S　♂
N．Y　〃
K．T　〃
Y．K　〃

K．S　♀
Y．T　〃
M．N　〃
I．E　〃

O．T　♂
T．T　〃
T．K　〃
M．K　〃

M．S　g
H．M　〃
N．Y　〃
Y．T　〃

知能指数

113
110
118
113

106
／10
，104，

107．

111

113
119
／15

1／0

／21．

／02

109

学業成績

27
32
29
26

31

33
30
28

27
30
25
’25

31

30
29．

27

性格特徴
a　（温　順）

1b　（外向的）
C　（解放的）
d　（消極的）

a．

b
C
d

a　・．

b
C　　・

d

a

b
C
ポ

平　均い1・．・1・・．・1

犯2 （1f

P

AA’ 7．482 3 ＞．10

AB‘ 8．992 3 ＜．02

AB’’ 30．984 ・3 ＜．01

A’B 12．687 3 ＜．01

AlBl 40．302 3 ＜01

BB1， 29．282 3・ ＜．01・

　　　テスト実施の手続：ます、検査者は口」ルシャ

　　　ッハ・テストの実施法に習熟したのち、．Tab1e

　　　3に示めす実施計画にもとづいて、各被験者に

　　　対して個別的に検査を実施した。検査の教示と

　　　質疑は厳重に所定の方式（9）にしたがって行な封）

　　　れたが、検査者の話しぶり、応待の態度、・一般

　　　的態度などは、一さきにのべた好感型、非好感型

　　　の特徴を生かすように振舞った。
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Tab1e3　テストの実施書十颪

上　　田

烹験者一検査者1…　　1・1

実

験

群

N＝8

統

　制

群

N＝8

A．S　　♂
N．Y　　〃
K二丁　　〃
Y．K　　・〃

K．S　　g
Y．T　　〃
皿．N　　〃
工．E　　〃

O．T　　♂
T．T　　〃
T．K　　〃
M．K　　〃

M．S　　g
H．Ml　”
N．Y　　〃
Y．T　　〃

①一②
②一①
①一②
②一①

①一②
②一①
①一②
②一①

①　　　　　②
　　①　　　　　②
②　　　　①
　　②　　　　①

①　　　　　②
　　①　　　　　②
⑥　　　ρ
　　②　　　　①

　凡例・・…・実験群’A．S♂め①一②は、第1回目の

　　検査を検査者Aから、第2回目をBからうける
　　ことを示めす。’第1回目の検査と第2回目の検

　　査の間隔は5日～8日であった。

　Gibbyらの手続では、12人の検査者が12人の

被験者に対して、一検査者が工被験者をうけも

って1回の検査を実施したが、われわれのよう

に検査者の特性（好感度）を明示した場合、し

かも再テストを実施する場合は、検査者の単な

る肇動による影響や・検査の実施順序による影

響が混入することができるのを防ぐ意味でこの

ような実施計画を立てたのである。

結果の処理：各被験者から前後二回にわたって

得られたローノレシャッハ反応は、Kユopferの方

式に準じて（1）記剖ヒされ・、ついで数量化亭れ

た。そうして、各記号に属する反応実数が、A

－B（異型間）、A－A1（好感同型間）、B
－B’（非好感同型間）　のそれぞれについて検

討された永、同型間に差がみられす、異型間に

のみ差を生する結果が得られれば、これは検査

結果に検査者の型が影響したことを意味する。

この報告では、手はじめとして、ロールシャッ

ハ反応の坤号につい下・基礎蹄定（…1・

SCOring）に隈ったが、用いられた記号は？ぎ

のとおりである。

　①総反応数（R）、反応時間（T）」、初発反

応時聞一（T／R　l）、②反応領域　（w－D．Dヰ

S．）、③反応決定因1（M．FM，㎜．k．K．FK．F．

順　　一

F・．c．・’．耳q．C耳．C．spC）、④反＝応内容（H．ん

Aobj．bb工PしAt．Se瓦Ana1．B工ood．F三re．C！ou吐

S㎜okeLandsAbstMapN乱Exp1A・ch）、⑤
平凡反応（P）と新規反応（O）・こ

　今後の検討として、いろいろな仮論に立脚し

たより広範なあ之いは要約的な分析がなされな

ければならないと考えている。

　皿1結果と考．察

　1．反応数、反応時間について　反応数（R）

についてみると、全被験者を通じてかなり多い

反応数をみせているが、特に好感型（A，A’）

による場合に顕著である。Table4にみられる

ごとく、実験群において、好感型検査者による

場合に増大がみとめられた。反応数の増大は同

時に反応時間の増大になってあらわれた。この

ことは、逆にいえば、反応時間の増大は、徒費

された時間あるいは遅待を意味する蒔間ではな

く、生産的な、反応数を増大するために費やさ

れた時間であったということになる。一般に、

反応数が、防衛的、抑制的、敵意などの指標に

用いられるとすれば、反応数の増大はそれらの

点が減じ、いわばより大らかな、寛大な被験者

の態度を生じたものと推定される。初発反応で

は無色彩カrドについてのそれカ渚干（10％水

準以下）の増大傾向をみせた。

　2　反応領域について　好感型検査者の場合

にみられた反応数の増大は、いかなる反応（記

号）についてあらわれるのか、この遣求がこれ

からの二つの視点になると考えられる。以下の

各記号に属する実数は、Klopfe1の方式に準じ

て、主分類（㎜a1n　SCO・e）とともに副分類（ad・・

ditio蝸1score）が探用され、主分類には］、副

分類にはO，5を与えて計算された。結果につい

てみると、W（全体反応）、D　（普通部分反

応）に好感型検査者の場合増大傾向（10％水準

以下）がみとめられたが・これは・’、仲のDd（異

常部分反応）、S（間陣反応）の牽化に伴う増

大ではなく、総反応数の増大による自然な増木

とみられる。

　3　反応決定因について　とりあげられた各

決定因について検討した綜果はTab1e6に示め

一89一
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ロールシャッハ．テスト反応におよぽす検査者の影響に関する研究（1）

Tab1e4 反応数，’皮応時間　（秒） め1平均

’ A B ・1 A A1 ・1 B
B∫ t

R 34．3 26．1 2，889※ 34．5 52．7 2．770 24．5 21．3 ！・315

T 1260．1 463．1 5，833※※ ／463．7 1427．5 0．127 338．5 461．0 0．571

T／R1 18．8 15．4 0．919 22．4 28．3 0．800 14．6 22．7 0．712

T／R1
（皿On－CO10r） 19．8 14．5 2．004 20．5 28．9 0，649 12．／ 20．2 1．．702

T／Rl
（COIOr）

19．1 16．6 ・0．909 24．3 25．1 0．547 ／7．1 25．4 0．722

d£＝7 df＝・3 af＝3

Tab－e5 反　　　　応 領　　　　域

一 A ・B・ ・1 A
A’ 一 B B1 t

W I16．0 14．3 2．120 21．2 23．2 0．942 17．8 13．§ 0．667

D 17．0 10．8 2．3／0 11．3 8212831 6．2 7．0 0，388’

Dd． 1．0 1．1 0．ろ57 1．0 0．5 0．500 ／．0 0．5 0．577

S 2．0 1．3 1．590 2．5 1．8 2．615 0．8 1．1 0．379

λ’＿ru■一／

砒＝3 df＝3

すとおりであるが、F（形態反応）についての

み好感型検査者の場合増大傾向がみられたに過

ぎなかった。Gibbyらの得た他の記号（C．FY．

YF）についセは一鼓をみせなかったが二　これ

は一一部に用いられた被験者の差異にもとづく性

質のものであるとも考えられる。増大傾向をみ

せたFについてその形態水準をみると、良形態

（十、±）が増え、不良形態（干、⊥）が減じ

ているところから、Fの増大は質量ともに増大

したものとし）ってよかろう。

Tab！e6 反　　　応　　　決　　　定　　　因

A　　　B　　　　t A　　　A’　　t

皿

皿Ml

I肚

k
K，

FK
，F

RC
C－

c！

F　C

C　F

C

2．5

6．0

2．3

　0

　0

1，0

18．2

1，6

10．5

0．6

0．5

2．0

0．2

　2．7

5．8．

2．b

　0，1

　　0
　1，8

11．1

　1．5

　9，5

　0．1・

　0．6・．

　1．9

　　0
砒＝7

0．467

0．550

0．768

1．000

1．880

2，940※

0．161

0．388

1，597

．0，3／0

．01159

1．004

8．0

6．0

0．6

　0

　0

1，0

16．7

1．2

　0

　0

1．0

1．2

0．1

12．0
　6．／

　1，3

　　0
　0．2

　／7
　11．8

　1，0

　　0
　0．1

　1．6

　－1．8

　　0
．af：ゴ

2．728

0．151

1．550

1，00

1．260

2．808

1．q04

0．502

0．768

0，397

・1，P08I

」B　　ちl　　t

3．7

4．0

1．0

0．7

0．5

0，7

12．0

2．5

0．／

0．3

0．1

5．5

　，0

　3．6

　415
　1，3

　　0
　0．1

　1．2

　9．0

　1．5

　0．5

’0．／

　、0
．10．0／

　0．1

df＝3

0．344

0．578

0．792

1．736

1．562

0．680

1，675・

．1．22ら

2．798

／1736

1，008

－1．722

1，00§一
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上　　田

　4．反応内容、雫凡反応について　A（動物

反応）について好感型検査者の場合に増大がみ

Tab1e7 反　応内　容　と

順　　一

とめられ、またp1（植物反応）に増大傾向一（10

％水準以下）がみとめら刺た。

平　凡　反　応

A　　　　B　　　　t

　H
　A
Aobj

　Pl

　Obj
　At
　Fire
I－a皿d－s

　Na
Expl

Oontent

R汕ge

P
O

6，8

／8．0

0，6

／8．5

2．3

0．7

0．8

1．4

1，4

0．7

7．／

．5，6

13．0

0．6

／4

1．8

0．7

0．4

1．8

0．9．

0．8

6．8

1．528

2，406※

一1．937

／．842

0．837

1．672

1．306

0．553

0．423

5．7　　　6．0　　0．551

4．2　　　4．3　　0，1／8

　　af＝7

A　　　A’　　t

11．／

1．7

0．5

1．1

2．0

0．6

1．0

0．6

1，／

　0

7．2

10．2

／．5

1．0

1．6

2，5

　0

0．8

2．3

1，6

　0

7．0

0．658

2．886

1．736

／．736

／．096

2．6／5

0．／90

2，05／’

1．416

0．523

6．7　　　5．5　　0．614

5．5　　　4．5　　0，632

　　砒＝3

B　　　B’　　t

7，0

11．3

0．3

／二8

0．5

0．8

0．5

0．7

／．6

．0．5

7．5

5．5

9．5

0．6

2．6

0．3

0．8

0．7

0，7

0．8

0．7

8．0

1．567

0．784

1，569．

／．002

0．242

0，656

，11．001

0．523

0．378

22，0　　　17．0　　2．615

5．0　　　4．0　　0，816

　　　d．f＝3

　1V　要　　　　約

　われわれは、検査者の被験者に対する影響を

明らかにするために、Gibbyら‘の研究を出発

点とし、その反省に立ってこの研究に着手し

た。この報皆では、検査者の好感度と被験者の

ロールシャッハ反応の関係を間題とした。この

場合、正常児童を対象とし、再テストによる統

制群法を用い、ロールシャッハ反応を基礎的評

定の段階で検討した。その結果、好感型検査者

によって検査が実施された場合に、R（総反応

数）、T（反応時問）、T／R　l（無彩色初発反

応時間）、W（全体反応）、D（普通都分反応）、

F（形態反応）、A（動物反応）二P1（植物反

応）に増入傾向のあることをみとめた。総反応

数の増大は、かなり多い反応数をもつ記号（い

まあげたW，D，F，A，P1）に対してのみ波

及したところをみると、これは自然の増大とみ

られるであろう。

　この段階の分析で多くを語ることは許されな

いであろうが、言えるとすれば、反応数の増大

は自然増の形であらわれ、特に他の記号との直

接的な干渉関廉を伴わないということであろ

う。また、言葉をかえしていえば正常児を対象

とした場合は、検査者の影響はG巾byらにみ

ら灼たように顕著ではなかったといえるかも知

れない。しかし、たびたびのべたよ・うに、1：の

段階での分析からさらに残された分析を施こす

ことによってはじめて必要な解釈が施されるも

のと考えられる。

付記本研究にあたつて、絶えず指導と助言あるい

　は協力をし下くださった広島大学心理学研究室、

　三好、小林、小川、吉岡の各先生、島根大学付

　小、久保田先生、日赤松江病院精神神経科、菅原

　先生、島根大学学生、井上、嘉儀、奥原、井上君

　のみなさんに厚く感謝の意を捧げます。
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